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１　単元名　　「生きる」とは

２　単元について

　多くのことを柔軟に吸収できる小学生のうちに様々な他者と出会い異なる考え方に触れることは，そ

の子の世界や可能性を大きく広げてくれる。直接話を聞いたり多くの人に出会ったりするのが難しくて

も，「読む」ということがそのことを可能にしてくれる。これが，国語の学びのよさの一つであり，出会っ

た文章がその子の人生に影響を与えるということは教師が期待していることでもある。

　６年生になり，子どもたちは自分の進路を選択する上で将来について考える機会が多くなった。その

度に自分自身の生き方に向き合い，その過程ではなかなか思いを持てずに葛藤し悩む姿も見られた。そ

こで，子どもたちが自分の生き方を考える際に国語の学びが少しでも助けになればという思いから，年

間を通して「生きる」をテーマに学びを重ねてきた。

　１学期には，『サボテンの花』（やなせたかし），『生きる』（谷川俊太郎）を学習し，４月の時点での

一人ひとりにとっての「生きる」を詩の形式にならって記録した。子どもたちは，「今を楽しむという

こと」「感謝するということ」「くやしいということ」等，考えていた。２学期には，『宇宙時代を生きる』（野

口聡一），『海のいのち』（立松和平）の学習を通して考えを深めていった。どちらも「「生きる」につい

てさらに考えを深めるために，どの作品を学習したい？」と問い，子どもたちが教科書から選んだ教材

である。３学期には，『プロフェッショナルたち』を学習した。この教材に取り上げられている３人や

それ以外の人の文章を読みその生き方を知りながら「生きる」についてまとめてきた。

　これらの学びをふり返ることで，子どもたちはどのように自分を見つめ直すのだろうか。昨年度まで

の「てつがく」，そして今年度の「てつがく創造活動」の研究によって育まれてきた「問うこと」や「振

り返ること」を日ごろから大切にしている６年生とともに一人ひとりの「生きる」について考えていき

たい。また，卒業を目前にしたこの時期に改めて自分にとっての「生きる」を考えることで，４月の“わ

たし”から“新しいわたし”へ自己が更新されていることに気付かせたい。（変化したことに加え，変

わらないものの大切さも意識させながらより思いが強まったことも含めて更新と捉える。）

　１年間の国語の学びの全てが，子どもたちの「生きる」を深めることにつながることを願っている。

３　学習指導計画（６時間目／全７時間）

　（１）『サボテンの花』『生きる』を読み，「生きる」について考え，伝え合う。　（４月・２時間）

　（２）『宇宙時代を生きる』を読み，「生きる」について考え，伝え合う。　　 （１０月・１時間）

　（３）『海のいのち』を読み，「生きる」について考え，伝え合う。　　　　 　　（１月・１時間）

　（４）『プロフェッショナルたち』を読み，「生きる」について考え，伝え合う。 （２月・１時間）

　（５）これまでの学習をふり返り，「生きる」について考え，伝え合う。　　　（本時１／２時間）

４　本時の学習について

（１）本時のねらい

　　これまでの学習から自分の思いを振り返り，自分にとっての「生きる」を考えることができる。

（２）予想される本時の展開
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２月２０日（木）２階Ａ室　１０：００～１０：４０　話し合い１０：５５～１１：４５

主な活動と子どもの姿 留　意　点

○これまでの学習でまとめてきた「生きる」につ

いての自分の思いを振り返る。

○自分にとっての「生きる」を考え，伝え合う。

○４月から書いてきた自分にとっての「生きる」

を見ることで，自分の考えを深められるように

する。

○自己が更新されていることに意識を向けられる

よう，必要に応じて声掛けをする。

単元

目標

○文章を読んで，そこに書かれた人物の生き方から，自分の生き方を考えることができる。

○「生きる」について自分の思いや考えをふりかえることができる。

□授業後の話し合いで話題にしたいこと

　年間を通して，様々な教材で「生きる」について考えてきたことが，本単元に生かされていたか。




